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一

　
本
稿
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
阿
仏
の
手
に
な
る
歌

論
で
あ
る
「
夜
の
鶴
」
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
そ
の
使
用
実
態
の
一
端
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
お
お
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ね
、
鎌
倉
滞
在
中
の
著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
十
六
夜
日
記
」
と
ほ
ぼ
時
を
接
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
本
稿

で
は
、
主
と
し
て
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
と
の
比
較
を
通
し
て
「
夜
の
鶴
」

の
語
彙
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
と
り
方
に
つ
い
て
は
、
宮
島
達

夫
氏
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院
。
以
下
、
『
語

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
表
』
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
認
定
基
準
を
、
お
お
む
ね
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
語
数
調
査
お
よ
び
本
文
の
引
用
に
関
し
て
は
、
宮
田
裕
行
氏

編
『
影
印
本
　
四
条
局
口
伝
（
夜
の
鶴
）
』
　
（
昭
和
五
六
年
四
月
、
新
典
社
。

底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
四
條
房
口
傳
』
〈
五
〇
一
・
一
一
三
〉
）
お
よ
び

江
口
正
弘
氏
編
『
十
六
夜
日
記
　
校
本
及
び
総
索
引
』
（
昭
和
四
七
年
八
月
、

笠
間
書
院
。
底
本
は
、
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
』
）
に
よ
っ

　
ヨ
　

た
。
な
お
、
以
下
、
語
数
に
関
し
て
は
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
異
な
り
語

数
と
す
る
。二

　
ま
ず
、
品
詞
別
構
成
比
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
1
）
お
よ
び
表
（
2
）
に
示
し
た
の
が
、
「
夜
の
鶴
」
と
「
十
六
夜
日
記
」

の
品
詞
別
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
、
お
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
別
構
成
比

率
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
表
（
1
）
、
表
（
2
）
に
示
し
た
異
な
り
語
数
に
お
け
る
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表（1）

＼＼ 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 他 合　計

異なり語数”幣”謄囮“冒回一一一一一一一一一辱

@　％鴨貯曽”情■鼎冒一一■一一一一一一

рﾗ語数

275一学轡”幣曽艀『一

T2．4一，蘭轍P噌順守

U29

　162謄■一一一一一■一

R0．9盟回一一一一一一一

R44

　31一一一一一一一一

T．9一一一一一一一一

@81

　20一一早一｝”一P｝

R．8一一一一一門一一

@27

　29｝一胃P幣帯弾朧一

T．5凹一｝一一一一鴨曹

@85

　4””一幣隔圃朧一

Z．8｝一一胃置冒曽冒

@10

　0常艀置”冑『謄腕一

Z．0曹π一一冒一噌『

@0

　0幣闇冒謄謄置“冒一

Z．0静一冒騨『冒冒冒

@0

　4冒一一■一一一■

O．8■一一冒一一一一

@4

　525一邑嘩一一”一一脚一嘘

P00．1一一”P一一幣曹幣陶諄

P，180

％ 53．3 29．2 6．9 2．3 72 0．8 0．0 0．0 0．3 100．0

表（2）

＼
名詞 動詞 形容 三里 副詞 連体 接続 感動 他 合　計

異なり語数一一響一”幣幣“密需囲謄卿鷹一惚嚇■

@　％一一一一一一一一一一邑騨一P脚一一囎

рﾗ語数

　678一一冒一回囮圃冒

T4．5一曹”一轡輸騨脚

P，824

　389幽■一一醒一一■一

R1．3，一冒胃π囮一冒

P，025

　84一一一一一■■一

@6．8一一－冒冒■冒置

@215

　38曽一一冒一一謄糟胃

@3。1曽■一冒回一”憎¶

@94

　46髄胃『榊胃謄物艘圃

@3．7嘗胃“門一輔｝曽冒

@184

　4曽隠一”胃冒P謄曽

@0．3一”一騨脚冒一一一

@55

　1謄艘卿脚炉R騨F幣

@0．1鱒“一一”一一一

@1

　2F一隅一一一一一鴨

@0．2一一一一一■一

@2

一一一一F脚一一一

@〇．1■一一一一一一一一

@1

1．1，243　一一騨一一鱒一一一一一

@100．1　一一一一一一一一一■一

@3，401

％ 53．6 30．1 6．3 2．8 5．4 1．6 0．03 0．06 0．03 99．92

数
値
を
、
　
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
す
る
。

　
名
詞
の
比
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
「
十
六
夜
日
記
」
と
も
、
中
世

の
「
方
丈
記
」
「
徒
然
草
」
に
お
け
る
比
率
よ
り
も
低
く
、
中
古
の
「
古
今
和
歌

集
」
（
五
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
後
撰
和
歌
集
」
（
五
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

「
伊
勢
物
語
」
（
五
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
土
左
日
記
」
（
五
五
・
○
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
「
枕
草
子
」
（
五
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
紫
式
部
日
記
」
（
五
〇
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
更
級
日
記
」
（
四
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
比
較
的
近
似
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
動
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
方

丈
記
」
（
二
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
徒
然
草
」
（
二
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ

り
は
高
い
も
の
の
、
比
較
的
近
似
し
た
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と

同
時
に
、
中
古
の
「
伊
勢
物
語
」
（
三
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
や
「
土
左
日
記
」

（
三
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
、
よ
り
近
似
し
た
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
る
。
形
容
語
類
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
）
に
お
け
る

比
率
を
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
は
一
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
十
六
夜
日
記
」
は

一
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
夜
の
鶴
」
の
一
六
・
○
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
値
は
、
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
に
お
け
る
同
様
の

数
値
の
ど
れ
よ
り
も
高
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る

一
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
「
紫
式
部
日
記
」
（
↓
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
更

級
日
記
」
（
一
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
竹
取
物
語
」
（
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
「
蜻
蛉
日
記
」
（
一
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
次
ぎ
、
「
土
左
日
記
」
（
一

三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
名
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
「
十
六
夜
日
記
」
と
も
、
『
語

い
表
』
所
載
一
四
作
品
に
お
け
る
同
様
の
値
よ
り
も
高
い
が
、
「
古
今
和
歌
集
」

（
五
三
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
大
鏡
」
（
五
三
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
万
葉
集
」

（
五
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
近
似
し
た
値
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
動
詞
の
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比
率
を
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
「
十
六
夜
日
記
」
の
二
作
品
に
お
け
る
数
値
と
近

似
し
た
作
品
と
し
て
は
、
「
方
丈
記
」
（
二
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
大
鏡
」
（
二

九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
紫
式
部
日
記
」
（
二
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
存
す

る
が
、
他
の
二
作
品
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
三
〇
∴
パ
ー
セ
ン

ト
よ
り
も
比
率
は
高
い
。
形
容
語
類
を
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
一
七
・
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
、
「
十
六
夜
日
記
」
一
六
∴
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
「
大
鏡
」
（
一
六

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
方
丈
記
」
（
一
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
徒
然
草
」
（
一

七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
近
似
し
て
い
る
。

　
以
上
、
「
夜
の
鶴
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
晶
詞
別
構
成
比
率

に
つ
い
て
、
『
語
い
表
』
所
載
作
品
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
夜
の
鶴
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
の
品
詞
別

構
成
比
率
は
、
異
な
り
語
数
に
お
い
て
は
「
伊
勢
物
語
」
や
日
記
類
に
、
ま
た
、

延
べ
語
数
に
お
い
て
は
院
政
期
の
「
大
鏡
」
や
中
世
の
「
方
丈
記
」
に
、
そ
れ

ぞ
れ
相
対
的
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
「
十
六
夜
日
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
王
朝
女
流
日
記
の
系
統
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、

日
記
文
学
作
品
の
使
用
語
彙
に
お
け
る
形
容
語
類
の
品
詞
別
構
成
比
率
と
「
十

六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
と
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
そ
う
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
な
お
、
ジ
ャ
ン
ル
と
品
詞
別
構
成
比
率
に
つ
い
て
は
、
大
野
晋
氏
の
研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
に
対
し
て
は
、
否
定
的
な
見
方
も
存
す
る
が
、

大
野
氏
に
よ
れ
ば
「
十
六
夜
日
記
」
は
C
グ
ル
ー
プ
（
日
記
グ
ル
ー
プ
）
に
属

さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
江
口
正
弘
氏
は
、
品
詞
別
構
成
比
に
関
す
る
大
野
氏
や

伊
牟
田
経
久
氏
の
調
査
結
果
と
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
関
す
る
そ
れ
を
表
に
ま

と
め
、
「
十
六
夜
日
記
の
品
詞
比
率
は
大
体
日
記
グ
ル
ー
プ
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
ア
　

比
率
を
示
し
て
い
る
」
と
し
、
「
十
六
夜
日
記
」
を
「
紫
式
部
日
記
」
と
「
讃

岐
典
侍
日
記
」
と
の
間
に
当
て
は
め
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
品
詞
別
構
成
比
率
は
、
必
ず
し
も
前
記
二
作
品

の
間
に
当
て
は
め
ら
れ
る
よ
う
な
明
確
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

三

　
表
（
3
）
は
、
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
に
お
け
る
異
な
り
語
数
、
延
べ

語
数
で
の
品
詞
別
構
成
比
率
に
関
し
て
、
異
な
り
語
数
で
の
比
率
を
一
と
し
た

場
合
の
、
延
べ
語
数
で
の
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
3
）
か
ら

す
る
と
、
品
詞
別
構
成
比
率
は
、
一
般
的
に
、
名
詞
お
よ
び
形
容
動
詞
に
お
い

て
は
異
な
り
語
数
で
の
、
形
容
詞
、
副
詞
お
よ
び
連
体
詞
に
お
い
て
は
延
べ
語

数
で
の
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
一
般
的
傾
向
を
踏
ま

え
た
上
で
、
表
（
1
）
お
よ
び
表
（
2
）
を
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
名
詞
、

「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
形
容
詞
が
、
そ
れ
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
ま
た
、
動
詞
に
つ
い
て
は
、
両
作
晶
と
も
異
な
り
語
数
に
お
け
る
品
詞
別

構
成
比
率
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
表
（
3
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

「
竹
取
物
語
」
「
蜻
蛉
日
記
」
「
枕
草
子
」
「
源
氏
物
語
」
「
紫
式
部
日
記
」
「
更

級
日
記
」
と
同
傾
向
で
あ
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
の
名
詞
に
お
い
て
、
延
べ
語
数
で
の
比
率
が
異
な
り
語
数
で
の
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表（3）

名　詞 動　詞 形容詞 形　動 副　詞 連体詞 その他

万葉 0，884 1，089 L576 0，800 0，938 28，000 0，667

竹取 1，016 0，993 0，859 0，441 1，200 3，500 0，667

伊勢 0，903 1，157 0，845 0，571 1，158 5，200 0，500

古今 0，966 1，058 1，160 0，579 0，610 5，667 1，000

土左 O，904 1，131 0，889 0，545 1，064 6，800 0，571

後撰 0，976 1，014 1，380 0，524 0，750 4，667 0，625

蜻蛉 0，866 0，997 1，339 0，651 2，306 4，333 1，167

枕 0，826 0，942 2，455 0，682 3，478 4，500 0，400

源氏 0，981 0，738 2，038 0，843 4，316 16，000 1，000

紫 1，037 0，832 1，275 0，723 1，871 5，500 0，500

更級 0，953 0，969 1，258 0，714 1，395 6，667 0，333

大鏡 0，833 1，147 1，349 0，667 2，625 14，000 1，000

方丈 0，901 1，017 L208 0，793 1，595 4，200 2，500

徒然 0，838 1，105 1，714 0，875 1，607 10，500 0，750

比
率
よ
り
高
い
の
は
、
名
詞
の
種
類
に
比
べ
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
語
（
基

本
的
な
語
・
作
品
の
特
徴
点
）
が
比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
頻

度
語
に
お
け
る
名
詞
の
延
べ
語
数
で
の
比
率
が
、
表
（
ユ
）
に
示
し
た
全
体
で
の

比
率
よ
り
高
く
な
る
な
ら
ば
、
右
の
よ
う
に
言
え
る
が
、
以
下
、
こ
の
点
に
つ

い
て
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ど
の
程
度
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
を
高
頻
度
語
と
す
る
か
に
つ

い
て
は
議
論
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
使
用
度
数
一
〇
以
上
の
語
を
仮
に

「
夜
の
鶴
」
の
高
頻
度
語
と
し
、
以
下
、
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
右
の
よ
う
な
語
を
「
夜
の
鶴
」
の
高
頻
度
語
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
異
な
り

語
数
で
一
七
、
延
べ
語
数
で
三
二
四
、
累
積
使
用
率
二
七
・
四
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
る
。
う
ち
名
詞
は
八
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
夜
の
鶴
」
の
使
用
実
態
と
比

較
す
る
た
め
に
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
累
積
使
用
率
が
ほ
ぼ
等
し
く
（
二

六
・
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
る
使
用
度
数
一
四
以
上
の
語
を
示
す
と
、
そ
れ
は
、

異
な
り
語
数
三
七
、
延
べ
語
数
九
一
一
で
あ
り
、
う
ち
名
詞
は
一
七
語
で
あ
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
の
高
頻
度
語
に
お
け
る
名
詞
の
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
で
の

比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
表
（
1
）
で
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
延
べ
語
数
に
お
い
て
高
い
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
五
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
、
四
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
は
、

表
（
2
）
と
比
較
す
る
と
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
点
か
ら
し
て
も
、
前
述

の
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
頻
用
さ
れ
た
名
詞
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
度
数
】
○
以
上
の
名
詞
は
、

　
　
「
こ
と
（
事
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
ひ
と
（
人
）
」
「
こ
こ
ろ
（
心
）
」
「
だ
い

　
　
（
題
）
」
「
よ
（
世
・
代
）
」
「
や
う
（
様
）
」
「
つ
き
（
月
）
」

の
八
語
。
ま
た
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
度
数
一
四
以
上
の
名
詞
は
、

　
　
「
ひ
と
（
人
）
」
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
こ
こ
ろ
（
心
）
」
「
と
こ

　
　
ろ
（
所
）
」
「
よ
（
世
・
代
）
」
「
み
や
こ
（
都
）
」
「
つ
き
（
月
）
」
「
や
ま

　
　
（
山
）
」
「
こ
と
（
事
）
」
「
み
ち
（
道
）
」
「
な
み
（
浪
）
」
「
か
へ
り
ご
と
（
返
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事
）
」
「
む
か
し
（
昔
）
」
「
そ
ら
（
空
）
」
「
あ
と
（
跡
）
」
「
か
た
（
方
）
」

の
一
七
語
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
基
本
的
な
語
を
除
い
た
、
各
作
品
の
特
徴
語
と
思
わ
れ
る

も
の
と
し
て
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
は
、
「
う
た
」
「
だ
い
」
「
つ
き
」
を
、

「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
は
、
「
あ
と
」
「
う
た
」
「
か
へ
り
ご
と
」
「
そ
ら
」

「
つ
き
」
「
と
こ
ろ
」
「
な
み
」
「
み
ち
」
「
み
や
こ
」
「
や
ま
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
「
う
た
」
「
だ
い
」
は
、
歌
論
と
し
て
当
然
頻
用
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
つ
き
」
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
例
1
　
あ
か
ね
さ
す
久
方
の
月
あ
し
ひ
き
の
山
　
　
　
　
　
　
（
ニ
オ
⑩
）

の
よ
う
な
枕
詞
の
指
摘
で
の
使
用
、

　
例
2
　
順
か
詩
に
雨
の
う
ち
に
月
を
こ
ふ
と
い
ふ
題
に
て
　
　
（
五
ウ
⑥
）

　
例
3
　
又
月
回
心
月
に
よ
す
る
恋
と
い
ふ
題
を
　
　
　
（
＝
ニ
オ
⑥
・
⑦
）

の
よ
う
な
詩
題
や
結
び
題
で
の
使
用
、

　
例
4
　
恋
し
さ
の
む
な
し
き
空
に
み
ち
ぬ
れ
は
月
も
心
の
う
ち
に
こ
そ
す
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
ニ
ウ
⑨
）

の
よ
う
な
歌
中
で
の
使
用
等
、
歌
論
と
し
て
の
「
夜
の
鶴
」
と
い
う
作
品
の
内

容
に
直
接
か
か
わ
る
語
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
次
に
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
と
指
摘
し
た
一
〇
語
に

つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
十
六
夜
日
記
」
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
四
部
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、
森
本
元
子
氏
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
を
、
「
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
」
「
旅
路
の
章
」
「
望
郷
の
章
」
「
献
歌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
四
章
に
分
け
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
で
の
前
掲
一
〇
語
の
使
用
度
数
を
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
と
、
表
（
4
）
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
表
（
4
）
を
一
瞥
し
て
わ
か
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
「
旅
路
の
章
」
に
お
い
て
「
つ
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
と
こ
ろ
」
「
な
み
」
「
み
ち
」
「
や
ま
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
「
望
郷
の
章
」
に
お
い
て
「
う
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
か
へ
り
ご
と
」
「
そ
ら
」
「
つ
き
」
「
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
」
「
み
や
こ
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
「
序
章
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
「
み
ち
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
注
目
さ
れ
る
。
以
下
、
注
意
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
例
に
つ
い
て
、
↓
、
二
ふ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
序
章
」
に
お
け
る
「
み
ち
」
の
用
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
そ
の
多
く
が
、

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
5
　
さ
ら
に
お
も
ひ
つ
〉
く
れ
は
や

く表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
歌
の
み
ち
は
（
一
ウ
②
）

の
よ
う
な
、
全
体
で
「
歌
道
」
の
意
と
な
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　
例
6
　
こ
の
た
ひ
の
み
ち
の
し
る
へ
に
を
く
ら
ん
と
て
い
て
た
〉
る
め
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
ウ
②
）

の
よ
う
な
「
旅
」
の
意
の
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
一
方
、
「
旅
路
の
章
」
に

あと うた かへりごと そら つき ところ なみ みち みやこ やま

序 6 5 3 3 1 0 0 8 0 1

旅路 3 1 0 1 10 20 9 9 5 17

望郷 0 19 14 11 10 5 8 2 16 3

献歌 5 4 0’ 1 0 2 1 1 1 0

合計 14 29 17 16 21 27 18 20 22 21
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お
け
る
「
み
ち
」
の
用
例
は
、

　
例
7
　
関
よ
り
か
き
く
ら
し
つ
る
雨
し
く
れ
に
過
て
降
く
ら
せ
は
道
も
い
と

　
　
　
　
あ
し
く
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
ウ
④
）

の
よ
う
な
「
道
」
の
意
や
、

　
例
8
　
過
行
道
に
目
に
た
つ
社
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
オ
②
）

の
よ
う
な
「
途
中
」
の
意
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「
歌
道
」
の
意
と
な
る
文

脈
で
の
も
の
は
、

　
例
9
　
を
の
つ
か
ら
っ
た
へ
し
跡
も
あ
る
も
の
を
神
は
し
る
ら
ん
し
き
し
ま

　
　
　
　
の
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
ウ
②
）

の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。

　
次
に
、
「
旅
路
の
章
」
に
お
け
る
「
つ
き
」
の
用
例
を
み
る
と
、

　
例
1
0
　
十
七
日
の
夜
は
を
の
》
宿
と
い
ふ
所
に
と
》
ま
る
月
出
て
山
の
峯
に

　
　
　
　
立
つ
》
き
た
る
松
の
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
ウ
⑨
）

の
よ
う
な
地
の
文
で
の
も
の
が
五
例
（
う
ち
、
「
有
明
の
月
」
と
い
う
用
例
一

例
）
、

　
例
1
1
　
旅
人
の
お
な
し
み
ち
に
や
出
つ
ら
む
か
さ
う
ち
き
た
る
有
明
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ニ
ウ
④
）

の
よ
う
な
忌
中
で
の
も
の
が
五
例
（
う
ち
、
「
有
明
の
月
」
と
い
う
用
例
三
例
）
、

そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
。
一
方
、
「
望
郷
の
章
」
に
お
け
る
「
つ
き
」
の
用
例
は
、

そ
の
多
く
（
七
例
）
が
、

　
例
1
2
　
お
ほ
ろ
な
る
月
は
み
や
こ
の
空
な
か
ら
ま
た
き
か
さ
り
し
波
の
よ
る

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
オ
②
）

　
例
1
3
　
ね
ら
れ
し
な
都
の
月
を
身
に
そ
へ
て
な
れ
ぬ
枕
の
浪
の
よ
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
オ
⑧
）

の
よ
う
な
、
阿
仏
と
都
に
住
む
人
（
貴
人
・
権
中
納
言
の
君
）
と
の
贈
答
歌
中

で
の
用
例
で
あ
り
、
他
の
用
例
中
二
例
も
、

　
例
1
4
　
又
権
中
納
言
の
君
こ
ま
や
か
に
文
か
き
て
…
…
ひ
と
り
月
を
の
み
な

　
　
　
　
か
め
明
し
て
な
と
か
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
ウ
⑤
）

の
よ
う
な
、
和
歌
の
贈
答
に
関
わ
る
書
簡
で
の
用
例
や
、

　
例
1
5
　
い
さ
よ
ふ
月
と
音
つ
れ
給
へ
り
し
人
の
御
も
と
へ
　
（
二
五
ウ
⑩
）

の
よ
う
に
和
歌
を
う
け
た
記
述
で
の
用
例
で
あ
る
。

　
以
上
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
特
徴
語
と
思
わ
れ
る
語
群
を
、
い
さ
さ
か
み
て

き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
頻
用
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
記
述
内
容

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
前
記
し
た
一
〇
語
は
「
十
六
夜
日
記
」
の
特
徴
的
語
群
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。　

以
上
、
「
夜
の
鶴
」
の
名
詞
の
延
べ
語
数
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
率
に
関

連
し
て
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
点

を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
、

　
1
　
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
の
品
詞
別
構
成
比
に
お
け
る
名
詞
の
比
率
の

　
　
一
般
的
傾
向
は
、
『
語
い
表
』
所
載
の
｝
四
作
品
で
み
る
限
り
、
延
べ
語

　
　
数
で
の
比
率
の
方
が
異
な
り
語
数
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る
と
い

　
　
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
は
逆
に
な
っ
て
い
た
。
こ

　
　
れ
は
、
「
夜
の
鶴
」
に
使
用
度
数
の
多
い
名
詞
が
存
し
、
こ
れ
が
全
体
に
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お
け
る
延
べ
語
数
で
の
名
詞
の
比
率
を
高
め
て
い
る

　
2
　
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
使
用
度
数
の
多
い
名
詞
の
中
に
は
、
「
こ
と
」

　
　
「
ひ
と
」
「
こ
こ
ろ
」
「
よ
」
「
や
う
」
等
、
多
く
の
三
六
に
共
通
す
る
基

　
　
本
的
な
も
の
も
存
す
る
が
、
「
う
た
」
「
だ
い
」
「
つ
き
」
の
よ
う
な
、
記

　
　
述
内
容
と
直
接
結
び
つ
い
た
、
「
夜
の
鶴
」
の
特
徴
語
と
言
え
る
頻
用
語

　
　
も
存
す
る

　
3
　
　
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
名
詞
の
中
に
も
、
・
上
述

　
　
2
と
同
様
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
各
章
の
内
容
と
密
接
に
関
係
し
た
、
特

　
　
徴
語
と
言
え
る
も
の
が
存
す
る

の
よ
う
な
点
が
わ
か
っ
た
。

四

　
次
に
、
語
種
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
5
）
、
表
（
6
）
は
、
「
夜
の
鶴
」
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
に
つ
い
て
、

語
種
別
の
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
比
率
と
と
も
に
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
5
）
、
表
（
6
）
を
一
瞥
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、

「
夜
の
鶴
」
の
和
語
の
比
率
の
低
さ
、
漢
語
・
混
種
語
の
比
率
の
高
さ
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
漢
語
の
比
率
の
高
さ
は
、
他
の
作
品
と
比
較
し
た
場

合
、
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
を
、
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
と
比
較
し

て
み
る
と
、
異
な
り
語
数
で
の
比
率
に
お
い
て
は
、
「
徒
然
草
」
（
二
八
・
一
パ

表（5）

＼
和　語 漢　語 混　種 合　計

異なり語数卿　一　一　一　P　冒　一　一　憎　帯　一　■　　一　”　＿　＿　＿　”
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　　11一一謄一囮一一一“一一

@2ユ

　525簡胃一一白＿胃一r一＿

@100。0

@　％

　1，029P盟一一一一曽冒一一“一

@87．2

　137一一憎囮一一一胃一一r

@11．6

　　14一一腎蜘胃一■一炉曽一

@L2

　1，180一学一■一坤一π一一｝＿

@100．0

表（6）

＼
和　語 漢　語 混　種 合　計

@　％

　1，151一一憎■一，悼■一一辱

@92．6

　　83一一騨艀一一脚胃一一π

@6．7

　　9－P”旧■一蝉『一一一

@〇．7

　1，243一一熟謄＿一一嘗一＿一

P00．0

@　％

3，277辱艘一一一一胃一一辱＿一

@96．4

　115幣一一一謄冒一一r＿

@3．4

　　9一¶簡■一騨圃一一騨可

@0．3

3，401一一”一一一一”冒一一哺

P00．1

ー
セ
ン
ト
）
、
「
大
鏡
」
（
二
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
方
丈
記
」
（
二
〇
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
）
よ
り
は
相
当
低
く
、
中
古
の
諸
作
品
と
比
較
す
る
と
、
「
枕
草
子
」

（一

�
E
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
紫
式
部
日
記
」
（
一
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
と

は
比
較
的
近
似
す
る
も
の
の
、
他
の
作
品
よ
り
相
当
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
が
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
「
竹
取

物
語
」
（
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
蜻
蛉
日
記
」
（
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
更

級
日
記
」
（
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
伊
勢
物
語
」
（
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
等

の
作
品
に
近
似
し
て
い
る
の
と
大
き
な
相
違
が
存
す
る
。

　
ま
た
、
延
べ
語
数
で
の
比
率
に
お
い
て
も
、
「
夜
の
鶴
」
の
そ
れ
は
、
「
大

鏡
」
（
一
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
は
低
く
、
「
徒
然
草
」
（
一
二
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
「
方
丈
記
」
（
一
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
近
似
す
る
も
の
の
、
中
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古
の
作
晶
と
は
「
紫
式
部
日
記
」
（
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
除
き
、
大
き
な

差
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
】
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
は
、
「
蜻
蛉

日
記
」
（
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
更
級
日
記
」
（
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
伊

勢
物
語
」
（
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
等
と
近
似
し
た
値
を
と
り
、
異
な
り
語
数

の
場
合
と
同
様
に
、
「
夜
の
鶴
」
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。

　
以
下
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
漢
語
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
、
「
十
六
夜
日

記
」
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
、
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
漢
語
は
、
表
（
5
）
に
示
し
た
よ
う
に
、

異
な
り
語
数
七
四
で
あ
る
。
一
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
は
、
表

（
6
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
異
な
り
語
数
八
三
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
両
作
晶
に

共
通
す
る
漢
語
は
一
一
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
夜
の
鶴
」
に
の
み
使
用

さ
れ
て
い
る
漢
語
は
六
三
語
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
そ

れ
は
七
二
語
と
な
る
。

　
以
下
、
「
夜
の
鶴
」
に
使
用
さ
れ
た
漢
語
と
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
使
用
さ
れ

た
漢
語
と
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、

　
1
　
　
「
夜
の
鶴
」
に
単
独
使
用
さ
れ
た
漢
語
六
三
語
の
う
ち
、
大
野
晋
氏
が

　
　
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
一
二
の
問
題
」
（
『
国

　
　
語
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
＝
一
月
）
に
お
い
て
示
さ
凱
た
「
平
安
時

　
　
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略

　
　
称
す
る
）
で
あ
る
も
の
は
、

　
　
　
　
「
げ
ん
じ
（
源
氏
）
」
「
じ
ゃ
う
ず
（
上
手
）
」
「
せ
ち
（
切
）
」
「
だ
い

　
　
　
　
な
ご
ん
（
大
納
言
）
」
「
な
い
し
（
内
侍
と
「
に
よ
う
ば
う
（
女
房
）
」

　
　
の
六
語
。
一
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
は
、

　
　
　
　
「
あ
ざ
り
（
阿
尊
上
）
」
「
い
ち
（
一
ご
「
き
や
う
（
経
）
」
「
ぎ
や
う

　
　
　
　
か
う
（
行
幸
）
」
「
さ
い
ぐ
う
（
斎
宮
）
」
「
さ
い
し
や
う
（
宰
相
）
」

　
　
　
　
「
さ
う
（
左
右
）
」
「
さ
う
し
（
草
子
）
」
「
さ
ん
み
（
三
位
）
」
「
じ
じ

　
　
　
　
ゆ
う
（
侍
従
）
」
「
た
い
ふ
（
大
夫
ご
「
ち
ゅ
う
じ
や
う
（
中
将
ご

　
　
　
　
「
に
ふ
だ
う
（
入
道
ご
「
に
よ
う
ゐ
ん
（
女
院
）
」
「
ほ
い
（
本
意
）
」

　
　
　
　
「
れ
い
（
例
）
」
「
ゐ
ん
（
院
）
」
「
ゑ
（
絵
）
」

　
　
の
一
八
語
で
あ
り
、
大
き
な
相
違
を
み
せ
て
い
る

　
2
　
　
「
十
六
夜
日
記
」
に
は
、
暦
日
に
関
す
る
漢
語
が
、

　
　
　
　
「
じ
ふ
く
に
ち
（
一
九
日
ご
「
じ
ふ
し
ち
に
ち
（
一
七
日
）
」
「
じ
ふ

　
　
　
　
は
ち
に
ち
（
一
八
日
）
」
「
じ
ふ
ろ
く
に
ち
（
一
六
日
）
」
「
に
じ
ふ
い

　
　
　
　
ち
に
ち
（
二
一
日
）
」
「
に
じ
ふ
く
に
ち
（
二
九
日
）
」
「
に
じ
ふ
ご
に

　
　
　
　
ち
（
二
五
日
）
」
「
に
じ
ふ
さ
ん
に
ち
（
二
三
日
）
」
「
に
じ
ふ
し
ち
に

　
　
　
　
ち
（
二
七
日
）
」
「
に
じ
ふ
し
に
ち
（
二
四
日
）
」
「
に
じ
ふ
に
に
ち

　
　
　
　
（
二
二
日
）
」
「
に
じ
ふ
は
ち
に
ち
（
二
八
日
）
」
「
に
じ
ふ
ろ
く
に
ち

　
　
　
　
（
二
六
日
）
」

　
　
の
よ
う
に
＝
二
語
存
す
る
が
、
「
夜
の
鶴
」
に
は
、
そ
れ
が
一
例
も
存
し

　
　
な
い

の
よ
う
な
相
違
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
し
て
も
、

「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
漢
語
の
使
用
は
、
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

以
下
、
「
十
六
夜
日
記
」
と
共
通
し
な
い
「
夜
の
鶴
」
の
漢
語
六
三
語
に
つ

い
て
、
特
徴
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
を
あ
げ
て
い
く
。
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ま
ず
、
第
一
に
、
「
夜
の
鶴
」
の
漢
語
に
は
、
書
名
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の

が
多
い
、
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
旦
ハ
体
的
に
示
す
と
、

　
　
「
き
ん
え
ふ
（
金
葉
）
」
「
げ
ん
じ
（
源
氏
）
」
「
こ
し
ふ
み
（
後
拾
遺
）
」

　
　
「
こ
せ
ん
（
秘
湯
）
」
「
さ
ん
だ
い
し
ふ
（
三
代
集
）
」
「
し
か
（
詞
花
）
」

　
　
「
し
ふ
ゐ
（
拾
遺
）
」
「
し
ふ
み
せ
う
（
拾
遺
抄
）
」
「
し
ょ
が
く
せ
う
（
初

　
　
学
芸
）
」
「
し
ん
こ
き
ん
（
新
古
今
）
」
「
せ
ん
ざ
い
（
千
載
）
」
「
な
ん
こ
し

　
　
ふ
み
（
難
後
拾
遺
）
」
「
ま
ん
え
ふ
（
万
葉
）
」
「
ま
ん
え
ふ
し
ふ
（
万
葉

　
　
集
）
」

の
よ
う
に
一
四
語
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
漢
語
（
「
夜

の
鶴
」
と
共
通
し
な
い
七
二
語
）
の
う
ち
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
、
「
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

け
き
や
う
（
法
華
経
）
」
の
一
語
に
過
ぎ
な
い
。

　
ま
た
、
「
夜
の
鶴
」
の
漢
語
の
う
ち
、
「
十
六
夜
日
記
」
と
共
通
し
な
い
使
用

度
数
二
以
上
の
も
の
は
、

　
　
「
く
（
句
と
「
こ
き
や
う
（
故
郷
）
」
「
さ
く
し
ゃ
（
作
者
）
」
「
さ
ん
だ
い

　
　
し
ふ
（
三
代
集
）
」
「
し
き
（
四
季
）
」
「
し
だ
い
（
次
第
）
」
「
し
ゅ
ん
ぜ
い

　
　
き
や
う
（
俊
成
卿
）
」
「
し
ん
こ
き
ん
（
新
古
今
）
」
「
じ
ゃ
う
ず
（
上
手
）
」

　
　
「
せ
ん
じ
ゃ
（
撰
者
）
」
「
て
い
か
き
や
う
（
定
家
卿
）
」
「
な
い
し
（
内

　
　
侍
）
」
「
ふ
ぜ
い
（
風
情
）
」
「
ほ
っ
し
ん
（
発
心
）
」
「
ほ
ん
か
（
本
歌
）
」

の
一
五
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
瞥
す
る
と
、
「
し
ゅ
ん
ぜ
い
き
や
う
」
「
て
い

か
き
や
う
」
の
よ
う
な
歌
人
名
や
、
「
く
」
「
さ
く
し
ゃ
」
「
せ
ん
じ
ゃ
」
「
ほ
ん

か
」
等
の
用
語
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
多
く
は
和
歌
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
ふ
れ
て
き
た
も
の
の
他
に
も
、
「
夜
の
鶴
」
の
漢
語
に
は
、

　
例
1
6
　
量
目
変
約
恋
と
い
ふ
事
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
ウ
③
・
④
）

　
例
1
7
　
両
人
を
お
も
ふ
恋
と
い
ふ
題
を
え
て
　
　
　
　
　
　
　
（
五
オ
⑥
）

の
よ
う
な
、
結
び
題
で
使
用
さ
れ
た
「
ご
」
「
や
く
」
「
り
や
う
に
ん
」
、

　
例
1
8
　
ま
つ
下
の
七
々
の
句
を
よ
く
思
し
た
〉
め
て
後
第
二
の
句
よ
り
上
句

　
　
　
　
を
よ
く
記
し
て
後
に
は
し
め
の
五
字
を
は
も
と
す
ゑ
に
か
な
ふ
や
う

　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
オ
⑥
・
⑦
・
⑨
）

の
よ
う
な
、
和
歌
の
句
に
関
す
る
「
し
ち
し
ち
」
「
だ
い
に
」
「
ご
じ
」
、
ま
た
、

「
四
季
の
寄
」
（
一
一
ウ
⑥
、
一
ニ
オ
⑥
・
⑦
）
、
「
な
し
つ
ほ
の
五
人
」
（
一
四

ウ
④
）
、
「
み
れ
ん
の
寄
よ
み
」
（
一
四
オ
③
）
の
よ
う
な
形
で
使
用
さ
れ
た
「
し

き
」
「
ご
に
ん
」
「
み
れ
ん
」
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
和
歌
に
関
す
る
語
が
多
数

存
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
例
1
9
　
仏
の
み
ち
を
つ
た
へ
う
け
た
ま
は
る
に
も
つ
み
も
く
と
く
も
さ
た
ま

　
　
　
　
り
た
る
ぬ
し
も
な
し
こ
の
め
は
を
の
つ
か
ら
獲
心
す
た
〉
心
を
え
善

　
　
　
　
知
識
に
あ
ふ
事
こ
そ
か
た
き
事
な
む
な
れ
…
…
み
の
り
の
し
る
へ
は

　
　
　
　
聖
教
世
に
猶
と
〉
ま
り
て
寄
の
し
る
へ
は
万
葉
古
今
も
な
を
あ
と
〉

　
　
　
　
と
ま
り
け
り
議
心
修
行
に
も
す
〉
む
人
あ
ら
は
…
…
な
と
か
無
上
菩

　
　
　
　
提
を
も
え
さ
ら
む
道
心
あ
る
人
と
す
き
た
る
人
と
の
こ
〉
ろ
こ
〉
う

　
　
　
　
に
そ
よ
る
へ
き
法
身
を
つ
き
寄
の
道
を
た
す
く
る
事
か
す
な
ら
ぬ
人

　
　
　
　
に
は
よ
ら
し
と
そ
お
ほ
ゆ
る

の
よ
う
な
形
で
、
仏
道
に
な
ぞ
ら
え
て
歌
道
に
関
し
て
述
べ
る
部
分
に
集
中
し

て
、
「
く
ど
く
」
（
一
〇
オ
⑩
）
、
「
ほ
っ
し
ん
」
（
一
〇
ウ
①
・
⑨
）
、
「
ぜ
ん
ぢ
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し
き
」
（
一
〇
ウ
②
）
、
「
し
や
う
げ
う
」
（
一
〇
ウ
⑥
）
、
「
し
ゅ
ぎ
や
う
」
（
一

〇
ウ
⑨
）
、
「
む
じ
や
う
ぼ
だ
い
」
（
一
一
オ
①
）
、
「
だ
う
し
ん
」
（
一
一
オ
②
）
、

「
ほ
ふ
み
や
う
」
（
一
一
オ
④
）
の
よ
う
な
仏
教
関
係
の
漢
語
が
存
す
る
こ
と

も
注
意
さ
れ
る
。

　
以
上
、
「
夜
の
鶴
」
に
使
用
さ
れ
た
漢
語
語
彙
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態

を
い
さ
さ
か
み
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
「
夜
の
鶴
」
の
漢
語
語
彙
の
頻
用
は
、

歌
論
と
し
て
の
必
然
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
漢
語
語
彙
に
は
、
使

用
度
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
夜
の
鶴
」
の
特
徴
語
と
で
も
言

う
べ
き
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
が
わ
か
っ
た
。

五

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
、
り
、

「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
の
性
格
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
7
）
は
、
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
と
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た

「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
」
と
略
称
す

　
　
　
（
1
2
）

る
）
の
語
彙
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
累
積
使
用
率
に
よ
っ
て
一
〇
段
階

に
分
け
、
「
夜
の
鶴
」
の
累
積
使
用
率
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当

た
る
部
分
と
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
関
す
る
部
分
と
を
抜

き
出
し
、
前
者
を
基
準
に
し
て
段
階
別
に
所
属
語
数
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
表
（
8
）
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
と
、

「
平
安
和
文
」
の
語
彙
と
に
関
し
て
、
同
様
に
示
し
た
も
の
で
あ

表（7）

る
。
し
た
が
っ
て
、
表
（
7
）
、
表
（
8
）
に
お
い
て
は
、
「
夜
の
鶴
」
お
よ
び
「
十

六
夜
日
記
」
に
関
し
て
は
五
段
階
ま
で
示
し
た
が
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に

関
し
て
は
、
そ
の
累
積
使
用
率
か
ら
し
て
、
八
段
階
の
一
部
ま
で
示
し
た
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
表
中
の
「
非
共
通
語
し
と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
平
安
和
文
基

本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
、

そ
の
使
用
例
が
存
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
を
、
一
言
つ
け
加
え
て

お
く
。

段
　
階

「平安和文」の語彙における段階 非共

ﾊ語1 2 3 4 5 6 7 8

1 1 0 0 0 1 1 0 0 0

2 1 2 1 2 0 0 0 0 0

3 2 2 2 2 1 0 0 1 3

4 1 1 5 4 5 1 1 2 2

5　』 0 1 1 2 2 1 4 2 4

合計 5 6 9 10 9 3 5 5 9

表（8）

段
　
階

「平安和文」の語彙における段階　　　　　非共

1 2 3 4 5 6 7 8 通語

1 5 3 0 0 0 0 0 0 0

2 1 5 1 2 4
ユ
． 1 0 0

3 0 1 ・　7 5 7 1 2 1 1

4 0 1 4 5 6 7 6 5 2

5 0 0 3 8 12 13 8 9 7

合計 6 10 15 20 29 22 17 15 10
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以
下
、
こ
の
表
（
7
）
、
表
（
8
）
を
使
用
し
、
「
夜
の
鶴
」
お
よ
び
「
十
六
夜

日
記
」
の
語
彙
に
お
け
る
特
異
な
使
用
語
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
の
う
ち
、
「
平
安
和
文
」
の

語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
と
の
差
が
ど
の
程
度
あ
る
語
を
も
っ
て
特
異
な
使
用

語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、

い
ち
お
う
、
上
、
下
五
二
段
階
以
上
の
差
が
あ
る
も
の
を
も
っ
て
特
異
な
使
用

語
と
す
る
。

　
こ
こ
で
み
る
特
異
な
使
用
語
を
、
右
の
よ
う
に
規
定
す
る
と
、
「
夜
の
鶴
」

に
お
け
る
そ
れ
は
、

　
1
　
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の

　
　
　
「
う
た
（
歌
）
」
「
よ
む
（
詠
）
」
「
お
ぼ
ゆ
（
覚
）
」
「
ま
う
す
（
申
）
」

　
　
「
だ
い
（
題
）
」
「
つ
き
（
月
）
」
「
や
さ
し
（
優
）
」
「
く
（
句
）
」
「
こ
ひ

　
　
（
恋
）
」
「
う
（
得
）
」
「
う
た
よ
み
（
歌
詠
）
」
「
お
よ
ぶ
（
及
）
」
「
じ
ゃ
う

　
　
ず
（
上
手
）
」
「
も
じ
（
文
字
）
」
「
よ
る
（
因
・
由
・
依
）
」
「
う
け
た
ま
は

　
　
る
（
承
）
」
「
か
き
お
く
（
書
置
）
」
「
こ
と
の
は
（
言
葉
ご
「
こ
と
ば
（
言

　
　
葉
）
」
「
し
ゅ
ん
ぜ
い
き
や
う
（
俊
成
卿
）
」
「
す
が
た
（
姿
）
」
「
ふ
ぜ
い

　
　
（
風
情
）
」
「
ふ
る
し
（
古
）
」
「
よ
く
よ
く
（
能
能
）
」
「
よ
す
（
寄
、
下
二

　
　
段
）
」

　
H
　
　
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
下
位
の
も
の

　
　
　
「
あ
り
（
有
・
在
）
」
「
な
し
（
無
）
」
「
お
も
ふ
（
思
）
」
「
す
（
為
）
」

　
　
「
き
こ
ゆ
（
聞
）
」
　
「
さ
ま
（
様
）
」

の
よ
う
に
、
1
に
は
二
五
語
、
1
1
に
は
六
語
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
。
ま
た
、

「
十
六
夜
日
記
」
に
関
し
て
、
同
様
に
み
る
と
、

　
1
　
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
に
お
け
6
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の

　
　
　
「
う
た
（
歌
）
」
「
と
こ
ろ
（
所
）
」
「
み
や
こ
（
都
）
」
「
つ
き
（
月
）
」

　
　
「
や
ま
（
山
）
」
「
い
つ
（
出
）
」
「
み
ち
（
道
）
」
「
ゆ
く
（
行
）
」
「
な
み

　
　
（
浪
ご
「
か
く
（
書
ご
「
か
へ
り
ご
と
（
返
事
）
」
「
そ
ら
（
空
）
」
「
あ
と

　
　
（
跡
）
」
「
よ
む
（
詠
）
」
「
こ
（
子
）
」
「
た
つ
（
立
）
」
「
と
ど
ま
る
（
止
・

　
　
留
）
」
「
ふ
み
（
文
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
）
」
「
と
ふ
（
訪
・
問
）
」
「
う
ら

　
　
（
浦
）
」
「
と
ほ
し
（
遠
）
」
「
ま
く
ら
（
枕
）
」
「
そ
で
（
袖
）
」
「
み
つ
（
水
）
」

　
　
「
あ
づ
ま
ち
（
東
路
）
」
「
か
く
（
掛
、
下
二
段
）
」
「
か
み
（
神
）
」
「
さ
と

　
　
（
里
）
」
「
し
ぐ
れ
（
時
雨
）
」
「
た
び
ご
ろ
も
（
旅
衣
）
」
「
ひ
と
つ
（
一
）
」

　
　
「
ゆ
め
（
夢
）
」
「
け
ぶ
り
（
煙
）
」
「
こ
ゆ
（
越
）
」
「
こ
よ
ひ
（
今
宵
）
」

　
　
「
た
び
（
旅
）
」
「
た
よ
り
（
便
）
」
「
ふ
る
さ
と
（
故
郷
）
」
「
ゆ
き
（
雪
）
」

　
　
「
か
か
る
（
掛
）
」
「
じ
じ
ゅ
う
（
侍
従
）
」
「
ふ
じ
（
富
士
、
地
名
）
」
「
ほ

　
　
と
と
ぎ
す
（
時
鳥
）
」
「
あ
ま
（
海
人
）
」
「
あ
り
あ
け
（
有
明
）
」
「
う
み

　
　
（
海
）
」
「
お
と
つ
れ
（
訪
）
」
「
か
き
そ
ふ
（
書
添
）
」
「
く
さ
（
草
）
」
「
こ

　
　
と
ば
（
言
葉
）
」
「
し
ぐ
る
（
時
雨
）
」
「
せ
き
（
関
）
」
「
の
こ
る
（
残
）
」

　
　
「
ひ
ま
（
暇
・
隙
）
」
「
や
ど
（
宿
ご
「
あ
る
（
荒
）
」
「
う
つ
（
宇
津
、
地

　
　
名
）
」
「
お
ぼ
っ
か
な
さ
（
覚
束
無
）
」
「
お
も
か
げ
（
面
影
）
」
「
か
た
は
ら

　
　
（
傍
）
」
「
か
は
（
川
）
」
「
さ
そ
ふ
（
誘
）
」
「
や
さ
し
（
優
）
」

　
1
1
　
　
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
下
位
の
も
の

　
　
　
「
も
の
（
物
・
者
）
」
「
い
ま
（
今
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
さ
ま
（
様
）
」

の
よ
う
に
、
1
に
は
六
四
語
、
H
に
は
四
語
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
こ
と
が
わ
か
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る
。　

右
の
語
群
を
比
較
す
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
「
十
六
夜
日
記
」
と
も
に
上
位
段
階

に
所
属
す
る
も
の
は
、
「
う
た
」
「
よ
む
」
「
つ
き
」
「
や
さ
し
」
「
こ
と
ぼ
」
の

五
語
、
と
も
に
下
位
段
階
に
所
属
す
る
も
の
は
、
「
さ
ま
」
の
一
語
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
使
用
語
彙
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
江
口
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

飯
氏
よ
っ
て
詳
細
な
論
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
十
六
夜
日

記
」
の
名
詞
語
彙
の
う
ち
、
上
位
一
七
位
ま
で
の
二
四
語
中
一
五
語
は
、
『
語

い
表
』
の
一
四
作
品
全
体
で
の
名
詞
の
使
用
度
数
上
位
四
〇
語
の
中
に
入
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、

　
　
名
詞
語
彙
の
使
用
順
位
の
か
た
よ
り
も
、
十
六
夜
日
記
が
旅
行
記
と
鎌
倉

　
　
滞
在
中
の
都
と
の
消
息
と
い
う
素
材
の
か
た
よ
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

　
　
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

と
さ
れ
て
い
る
。
江
口
氏
が
指
摘
さ
れ
た
一
五
語
で
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お

け
る
一
の
語
群
と
共
通
す
る
の
は
、

　
　
「
う
た
」
「
み
や
こ
」
「
な
み
」
「
み
ち
」
「
か
へ
り
ご
と
」
「
そ
ら
」
「
あ
と
」

　
「
あ
づ
ま
ち
」
「
し
ぐ
れ
」
「
た
び
ご
ろ
も
」
「
ひ
と
つ
」
「
み
つ
」
「
ゆ
め
」

の
＝
二
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
語
群
1
か
ら
は
、
上

記
一
三
語
以
外
に
も
、
素
材
的
か
た
よ
り
を
示
す
も
の
と
し
て
、

　
　
「
う
ら
」
「
ま
く
ら
」
「
た
び
」
「
た
よ
り
」
「
ふ
る
さ
と
」
「
お
と
つ
れ
」

　
　
「
せ
き
」
「
や
ど
」
「
お
も
か
げ
」

等
の
語
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
江
口
氏
は
、
動
詞
に
つ
い
て
も
『
語
い
表
』
で
の
使
用
実
態
と
比
較
し
、

　
　
上
位
六
位
ま
で
は
幾
分
順
位
に
は
出
入
り
が
あ
る
が
、
全
く
同
じ
語
で
あ

　
　
る
。
そ
れ
以
下
は
十
六
夜
日
記
に
は
敬
語
動
詞
が
少
な
く
そ
れ
に
代
っ
て

　
　
「
行
く
、
出
づ
、
と
ど
ま
る
、
渡
る
、
越
ゆ
」
と
い
う
よ
う
な
旅
行
記
ら

　
　
し
い
、
位
置
の
移
動
に
関
す
る
語
や
、
「
よ
む
（
詠
）
、
書
く
、
書
き
付
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

　
　
と
い
う
よ
う
な
語
の
使
用
の
多
さ
が
注
意
さ
れ
る

と
し
、
こ
れ
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
と
「
源
氏
物
語
」
「
枕
草
子
」
等
と
の
内
容

の
質
的
な
差
に
よ
る
相
違
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け

る
語
群
1
に
は
、
江
口
氏
が
指
摘
さ
れ
た
語
の
う
ち
、

　
　
「
ゆ
く
」
「
い
つ
」
「
と
ど
ま
る
」
「
こ
ゆ
」
「
よ
む
」
「
か
く
」
「
か
き
つ

　
　
く
」

の
七
語
が
含
ま
れ
、
同
様
の
も
の
と
し
て
、
「
た
つ
」
「
か
き
そ
ふ
」
等
も
存
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
江
口
氏
の
調
査
を
手
が
か
り
に
し
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙
に
お

け
る
所
属
段
階
が
上
位
の
語
群
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
ふ
れ
た
が
、
で
は
、

「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
特
徴
的
な
語
群
の
使
用
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
の
か
を
、
以
下
、
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙

に
お
け
る
所
属
段
階
よ
り
も
上
位
の
も
の
は
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
五
語

存
す
る
。
こ
れ
を
一
瞥
す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
和
歌
に
関
す
る
語
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
一
段
階
に
所
属
す
る
「
う
た
」

（「

ｽ
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
段
階
で
は
六
段
階
。
以
下
、
同
様
）
、
「
よ
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む
」
（
五
段
階
）
、
三
段
階
に
所
属
す
る
「
だ
い
」
「
く
」
、
四
段
階
に
所
属
す
る

「
う
た
よ
み
」
「
も
じ
」
（
以
上
の
四
語
は
、
い
ず
れ
も
「
平
安
和
文
基
本
語

彙
」
で
は
な
い
）
等
の
存
在
は
、
「
夜
の
鶴
」
の
所
属
段
階
上
位
の
語
の
性
格

を
、
換
言
す
れ
ぼ
、
「
夜
の
鶴
」
と
い
う
作
品
の
素
材
と
内
容
の
質
を
端
的
に

物
語
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
下
位
の
語
に
つ
い

て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
既
述
し
た
六
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
夜
の
鶴
」
で
の
使
用
実
態
と
相
違
し
、
「
十

六
夜
日
記
」
に
お
い
て
は
、
「
あ
り
」
「
な
し
」
「
す
」
が
、
「
十
六
夜
日
記
」
の

語
彙
で
の
所
属
段
階
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
で
の
所
属
段
階
と
も
一
段
階
、

「
お
も
ふ
」
が
、
と
も
に
二
段
階
、
「
き
こ
ゆ
」
が
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
語
彙

で
の
所
属
段
階
三
段
階
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
で
の
所
属
段
階
二
段
階
と
、

六
語
中
五
語
が
許
容
範
囲
内
で
の
使
用
で
あ
り
、
特
異
日
と
な
っ
て
い
な
い
点

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
夜
の
鶴
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
と
の
記
述
態
度
の
差
を

示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る

所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
の
中
に
存
す
る
「
お
ぼ
ゆ
」
が
、
「
十
六
夜
日

記
」
の
語
彙
で
の
所
属
段
階
五
段
階
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
で
の
所
属
段
階

四
段
階
と
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
い
て
は
特
異
語
と
な
っ
て
い
な
い
点
に
も

注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
歌
論
と
し
て
の
「
夜
の
鶴
」
に
と
っ
て
は
、
主
観
的
な
事
物
の
存
在
、
非
存

在
や
行
為
自
体
が
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
冒
頭
で
、

　
　
さ
り
か
た
き
人
の
寄
よ
む
や
う
を
し
へ
よ
と
た
ひ
く
お
ほ
せ
ら
れ
候
へ

　
　
と
も
わ
か
よ
く
し
り
た
る
事
を
こ
そ
人
に
も
を
し
へ
候
な
れ
い
か
て
か
は

　
　
と
い
た
み
申
候
を
あ
な
が
ち
に
う
ら
み
お
ほ
せ
ら
れ
候
も
わ
り
な
く
て
す

　
　
〉
う
な
る
事
を
か
き
つ
〉
け
候
ぬ
る
そ
ゆ
め
く
人
に
み
せ
ら
れ
さ
ふ
ら

　
　
ふ
ま
し

と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
さ
り
が
た
き
人
」
に
歌
に
関
す

る
具
体
的
な
事
物
や
行
為
を
伝
え
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
夜
の

鶴
」
は
、
文
体
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
書
簡
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
文
体
的
条
件
も
、
そ
の
一
因
と
な
っ
て
、
「
夜
の
鶴
」
の
使
用
語
彙
と
「
十

六
夜
日
記
」
の
そ
れ
と
は
相
違
し
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

山ノ＼

　
以
上
、
「
夜
の
鶴
」
に
使
用
さ
れ
た
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
主
と
し
て
「

十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
実
態

を
み
て
き
た
。
以
下
、
そ
の
結
果
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
の
ま
と
め

と
し
た
い
。

　
1
　
「
夜
の
鶴
」
お
よ
び
「
十
六
夜
日
記
」
の
品
詞
別
構
成
比
率
は
、
異
な

　
　
り
語
数
に
お
い
て
は
「
伊
勢
物
語
」
や
日
記
類
に
、
ま
た
、
延
べ
語
数
に

　
　
お
い
て
は
「
大
鏡
」
や
「
方
丈
記
」
に
、
相
対
的
に
近
似
し
て
い
る
。

　
2
　
形
容
薫
製
の
異
な
り
語
数
に
お
け
る
比
率
を
み
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
は

　
　
一
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
『
語
い
表
』
所
載
の
ど
の
作
品
に
お
け
る
そ
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れ
よ
り
も
高
い
。
ま
た
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
そ
れ
は
＝
二
・
九
パ
ー
セ

　
ン
ト
で
あ
り
、
中
古
の
日
記
類
と
、
相
対
的
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
点

　
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
が
中
古
の
日
記
文
学
作
品
の
系
譜
を
継
ぐ
も
の
で

　
あ
る
と
言
わ
れ
る
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

3
　
晶
詞
別
構
成
比
率
に
つ
い
て
、
異
な
り
語
数
に
関
す
る
そ
れ
と
、
延
べ

　
語
数
に
関
す
る
そ
れ
と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
け
る
名

　
詞
の
使
用
は
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
「
夜
の
鶴
」
に
、
他

　
作
品
に
お
い
て
も
頻
用
さ
れ
る
「
こ
と
」
「
ひ
と
」
「
こ
こ
ろ
」
「
よ
（
世

　
・
代
）
」
等
の
よ
う
な
基
本
的
な
語
と
と
も
に
、
歌
論
と
し
て
の
「
夜
の

　
鶴
」
の
内
容
に
直
接
関
わ
る
「
う
た
」
「
だ
い
」
「
つ
き
」
の
よ
う
な
高
頻

　
度
語
が
存
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

4
　
語
種
別
構
成
比
率
に
関
し
て
、
「
夜
の
鶴
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
や
中

　
古
の
和
文
脈
系
作
品
と
を
比
較
す
る
と
、
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
は
、
漢

　
語
お
よ
び
混
種
語
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

5
　
　
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
漢
語
を
み
る
と
、
書
名
や
そ
れ
に

　
類
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
歌
論
と
し
て
の
記
述
内
容
の
必
然
か
ら

　
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
し
ゅ
ん
ぜ
い
き
や
う
（
俊
成
卿
）
」

　
「
く
（
句
）
」
「
さ
く
し
ゃ
（
作
者
）
」
等
の
語
、
結
び
題
で
使
用
さ
れ
た

　
「
ご
（
期
）
」
「
や
く
（
約
）
」
「
り
や
う
に
ん
（
両
人
ご
、
和
歌
の
句
に
関

　
す
る
「
し
ち
し
ち
（
七
々
）
」
「
だ
い
に
（
第
二
）
」
「
ご
じ
（
五
字
）
」
等

　
の
使
用
も
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

6
　
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
の
う
ち
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属

段
階
と
の
比
較
に
お
い
て
、
特
異
な
使
用
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の
は
、
そ

の
多
く
が
和
歌
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
「
う
た
（
歌
）
」
「
よ
む

（
詠
）
」
「
だ
い
（
題
）
」
「
う
た
よ
み
（
歌
詠
）
」
「
も
じ
（
文
字
）
」
等
の

語
は
、
「
夜
の
鶴
」
の
素
材
と
内
容
を
端
的
に
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
夜
の
鶴
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
下
位
の
も
の
は
六
語

存
す
る
が
、
う
ち
五
語
が
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る
使
用
実
態
と
、
大

き
く
相
違
し
て
い
る
。
「
夜
の
鶴
」
に
お
い
て
は
、
事
物
の
存
在
や
非
存
在

を
示
す
「
あ
り
（
有
・
在
）
」
「
な
し
（
無
）
」
、
漠
然
と
行
為
を
示
す
「
す

（
為
）
」
等
の
語
の
使
用
が
少
な
い
。
一
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
語
の
使
用
は
、
「
平
安
和
文
」
に
お
け
る
そ
れ
と
大
差
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歌
論
と
し
て
の
「
夜
の
鶴
」
と
、
日
記
紀

行
文
学
と
し
て
の
「
十
六
夜
日
記
」
と
の
記
述
態
度
の
差
に
よ
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

［
注
］

（
1
）
　
た
と
え
ば
、
簗
瀬
一
雄
・
武
井
和
人
氏
『
十
六
夜
日
記
・
夜
の
鶴
注
釈
』
（
昭

　
　
和
六
一
年
八
月
、
和
泉
書
院
）
四
六
八
頁
。

（
2
）
　
以
下
、
統
計
に
関
し
て
『
語
い
表
』
と
し
た
場
合
は
、
宮
島
達
夫
・
中
野
洋

　
　
・
鈴
木
泰
・
石
井
久
雄
氏
編
『
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表
お
よ
び
使
用

　
　
法
』
（
平
成
元
年
九
月
、
笠
聞
書
院
）
に
よ
る
。

（
3
）
　
「
夜
の
鶴
」
に
つ
い
て
は
、
森
本
元
子
氏
「
『
夜
の
鶴
』
校
異
」
（
『
相
模
女

　
　
子
大
学
紀
要
』
四
四
、
昭
和
五
六
年
二
月
）
の
学
田
に
浴
し
た
。
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（
4
）
　
た
と
え
ば
、
風
巻
景
次
郎
氏
「
阿
仏
尼
の
文
学
i
特
に
十
六
夜
日
記
に
於
い

　
　
て
一
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
六
巻
｝
○
号
、
昭
和
四
年
一
〇
月
）
。

　
　
　
風
巻
氏
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
を
日
記
文
学
の
系
統
を
引
い
て
い
る
作
品
と

　
　
は
さ
れ
る
が
、
そ
の
評
価
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
十
六
夜
日
記
は
日
記
文
學
と
し
て
取
り
扱
は
れ
て
る
る
け
れ
ど
も
、
全
膿

　
　
　
　
か
ら
見
る
時
は
、
し
か
く
軍
純
に
日
記
文
學
と
し
て
は
取
り
扱
は
る
べ
き

　
　
　
　
も
の
で
な
い
。
こ
の
作
か
ら
は
そ
の
ま
〉
に
は
作
者
の
性
格
も
抽
出
す
る

　
　
　
　
事
は
出
來
が
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
十
六
夜
日
記
の
如
き
作
品
は
、

　
　
　
　
作
者
の
個
人
性
を
問
題
に
し
て
讃
む
限
り
、
す
ぐ
れ
た
感
銘
を
得
る
事
は

　
　
　
　
重
工
な
い
作
品
で
あ
る

　
　
と
、
否
定
的
で
あ
る
。
一
方
、
「
十
六
夜
日
記
」
を
、
平
安
女
流
日
記
文
学
の

　
　
系
統
に
立
つ
作
品
と
し
つ
つ
も
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
紀
行
文
学
の
流

　
　
れ
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
比
留
間
喬
介
氏
『
十
六
夜
日
記
』
（
新
註
国
文
学

　
　
叢
書
、
昭
和
二
六
年
五
月
、
講
談
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
学
の
見
方
も
存

　
　
す
る
。

（
5
）
　
「
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
研
究
－
日
本
の
古
典
文
学
作
品
に
於
け

　
　
る
f
」
（
『
国
語
学
』
二
四
集
、
昭
和
三
一
年
三
月
）
。

（
6
）
　
た
と
え
ば
、
山
口
仲
美
氏
「
平
安
仮
名
文
に
お
け
る
形
容
詞
・
形
容
動
詞
」

　
　
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
　
一
』
昭
和
五
五
年
五
月
、
和
泉
書
院
）
。

　
　
　
山
口
氏
は
、
大
野
晋
氏
の
晶
詞
比
率
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
別
説
を
、
宮
島
達

　
　
夫
氏
の
『
語
い
表
』
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
の
再
検
討
の
結
果
、
否
定
的
に
と
ら

　
　
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
平
安
仮
名
文
の
形
容
語
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
の
あ

　
　
り
方
を
、
和
文
系
言
語
、
漢
文
訓
読
系
言
語
、
口
諦
系
言
語
と
い
う
文
体
論
的

　
　
な
範
躊
か
ら
説
明
で
き
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
和
文
系
言
語
に
お
い

　
　
て
は
形
容
語
が
多
い
が
、
他
の
二
つ
の
言
語
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
少
な
い
と

　
　
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
　
「
十
六
夜
日
記
の
語
彙
」
（
『
熊
本
女
子
大
学
学
術
紀
要
』
第
二
八
巻
一
号
、

　
　
昭
和
五
一
年
三
月
）
。

（
8
）
　
国
立
国
語
研
究
所
『
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字
』
（
国
立
国
語
研
究
所

　
　
報
告
二
五
、
昭
和
三
九
年
三
月
、
秀
英
出
版
）
に
よ
れ
ば
、
現
代
雑
誌
九
〇
種

　
　
の
調
査
で
は
、
動
詞
は
延
べ
語
数
で
の
比
率
が
高
い
。
し
か
し
、
『
語
い
表
』

　
　
所
載
の
作
品
に
お
い
て
は
、
表
（
3
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
現
代
雑
誌
の
場
合
と

　
　
は
、
必
ず
し
も
同
傾
向
と
な
っ
て
は
い
な
い
。

（
9
）
　
傍
線
筆
者
。
ま
た
、
引
用
の
あ
と
の
（
ニ
オ
⑩
）
は
、
当
該
用
例
が
二
丁
表

　
　
の
一
〇
行
め
に
存
す
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
（
五
ウ
⑥
）
の
よ
う
に
「
ウ
」

　
　
と
あ
る
場
合
は
、
当
該
用
例
が
「
裏
」
に
存
す
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
同
様
。

（
1
0
）
　
『
十
六
夜
日
記
・
夜
の
鶴
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
和
五
四
年
三
月
、
講

　
　
談
社
）
解
説
二
三
二
～
二
三
三
頁
。
な
お
、
「
十
六
夜
日
記
」
を
四
部
構
成
と

　
　
す
る
代
表
的
な
説
と
し
て
は
、
風
巻
景
次
郎
氏
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
風
巻
氏
は
、
「
十
六
夜
日
記
」
の
作
晶
構
成
に
つ
い
て
、
（
4
）
同
論
文
で
、

　
　
　
　
よ
り
弁
済
な
る
切
断
の
仕
方
は
四
段
に
仕
切
る
仕
方
、
即
ち
序
・
紀
行
・

　
　
　
　
鎌
倉
滞
在
中
の
消
息
・
長
歌
の
四
部
に
分
つ
仕
方
で
あ
る

　
　
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
「
夜
の
鶴
」
と
「
十
六
夜
日
記
」
と
に
共
通
す
る
漢
語
語
彙
に
お
い
て
、
書

　
　
名
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
こ
き
ん
」
「
し
よ
く
こ
せ
ん
」
「

　
　
し
ん
ち
ょ
く
せ
ん
」
の
三
語
が
存
す
る
。

（
1
2
）
　
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
壬
二
の
問
題
」
（
『
国
語

　
　
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
一
二
月
）
。
た
だ
し
、
大
野
氏
は
、
「
平
安
時
代
和

　
　
文
脈
系
文
学
」
の
基
本
語
彙
、
お
よ
び
、
対
象
一
〇
作
品
の
総
延
べ
語
数
と
い

　
　
う
形
で
示
し
て
お
ら
れ
る
。

（
1
3
）
　
（
7
）
同
論
文
。

（
1
4
）
　
（
7
）
同
論
文
。

付
　
記

　
あ
る
作
品
の
語
彙
を
、
他
の
作
品
の
語
彙
と
比
較
す
る
場
合
、
意
味
構
造
分
析
に

よ
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
そ
れ
を
な
し

得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
ふ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
八
年
九
月
三
〇
日
）


